
 

 

 

 

 

 

 

 

Q１ この仕事は，誰のために，何をするのですか？ 

Q２ この仕事に，私たちの税金がどのように使われていますか？ 

Q３ この仕事が行われることによるメリットは？ 

Q４ この仕事はいつから始まり，また，見直しなどを行いましたか？ 

高齢者が心身ともに充実した生活をおくり，健康寿命の延伸を図るこ

とを目的に，老人クラブ連合会に事業委託をし，健康づくり等の講演会

や学習活動，健康増進活動の成果発表の場の設定，スポーツ大会や教養

講座等の開催を支援します。 

高齢者の健康づくり事業として，スポーツ大会や教養講座の開催を行

うため，老人クラブ連合会への委託料に税金が使われています。 

 高齢者が生きがいをもって生活することや，健康づくりに取り組むこ

とで，元気な高齢者が増えます。高齢者本人の生活の質が保たれるほ

か，医療や介護の社会保障費が抑えられ，結果的に保険料などの本人負

担も抑えられます。 

老人クラブ連合会への委託は，平成 17年の合併以前から行っていま

す。事業のメニューはほぼ変更なく，事業費用については，毎年必要経

費を積算しています。 

事業名：高齢者健康づくり事業 

ワ ン ポ イ ン ト 解 説 
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（ ）

財源合計 2,460 千円 915 千円 2,308 千円 2,460 千円

一般財源 300 千円 915 千円 2,308 千円 2,460 千円

0 千円 0 千円 0 千円

その他特財
0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財の内容

千円 2,460 千円

財源

内訳

国県支出金
2,160 千円 0 千円 0

総事業費 2,460 千円 915 千円 2,308

千円 0 千円

国県支出金の内容 保険者機能強化推進交付金

地方債 0 千円

300 千円 0.05 人 300 千円0.05 人 300 千円 0.05 人人件費合計 0.05 人 300 千円

人 千円

0.05 人 0.05 人 300 千円

臨時職員等 0 人 0 千円

300 千円 0.05 人 300 千円

千円 人 千円人

615 千円 2,008 千円 2,160 千円

コ
ス
ト

R3年度（予算） R2年度（決算） H31年度（決算） H30年度（決算）

事
業
費

事業費合計 2,160 千円

事業費内訳
（令和2年度分）

・スポーツ大会費（コロナ禍により中止）　 67,896円（交通費・印刷代・賞品等）
・グランドゴルフ大会費　　　　　　　　　140,561円（運営費・賞品代等）
・芸能大会費（中止）　　　　　　　　　　 42,894円（会場費・印刷代・交通費等）
・教養講座開催費　　　　　　　　　　　　 78,097円（各地区助成）
・認知症予防研修費　　　　　　　　　　　276,040円（各老人クラブ助成）

人
件
費

担当正職員 0.05 人 300 千円

事業費 活動指標

スポーツ大会（ボール運び，スリッパ飛ばし等，高齢者が気
軽にできる運動を行う。参加者500人前後）

認知症予防研修会（各老人クラブで認知症予防に関わること
を計画し，実施報告することで一定金額を交付） 480

千
円

通年，年1回以上

関連事業
（同一目的事業等）

別紙参照

若返り芸能大会(各老人クラブが歌，演劇，踊り等を披露。参
加者600人前後) 490

千
円

年１回

教養講座の開催（フレイル予防，体操，文化祭等，講座の内
容は各地区で自由に計画） 640

千
円

通年，年1回以上
（うちカラオケ大会年1回）

目　的
（何をどうしたいのか）

  高齢者が心身ともに充実した生活を送ることができるよう健康寿命の延伸を図る。市の目標として「介護認定率21%
未満」とすることや「平均寿命の延伸分を上回る健康寿命の延伸」をめざしており，老人クラブ連合会に事業を委託
し，スポーツ大会や教養講座などの開催を支援することで，健康づくりの取組を強化する。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

老人クラブ会員（60歳以上）
対象者数（全住民に対する割合）

4,608 人 5 ％

400
千
円

年1回

グラウンドゴルフ大会（チーム対抗戦，参加者250人前後） 150
千
円

年１回

実施方法

□直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：三原市老人クラブ連合会　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き）

実施の背景

  市では，「高齢者が生きがいを持ち，住み慣れた地域で安心して生活している」ことをめざし，高齢になってもできる限り介護を必要としないよう
介護予防や健康寿命の延伸に取り組んでいる。三原市の介護認定率は，19.2％（県19.1％），健康寿命は，男性78.79歳（県79.71歳），女性
84.40歳（県84.12歳）で，男性の健康寿命は県平均を下回っている。今後，後期高齢者数は増加することが見込まれており，介護予防事業に積
極的に取り組む必要がある。

上位施策事業名 4-3-1　長寿社会対策の推進 担当局・部名 保健福祉部

根拠法令等 老人福祉法 担当課･係名 高齢者福祉課・地域福祉係

事業シート（概要説明書）

予算事業名 高齢者健康づくり事業 事業開始年度 平成17年度
(合併前については不明)

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 西原

事業番号③ 令和３年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 高齢者健康づくり事業 事業開始年度 平成17年度
(合併前については不明)

事業番号③ 令和３年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

老人クラブという全市的に活動している団体に対し事業を行うことで，効率的に高齢者にアプローチできる。
事業を行うことによる効果が不明瞭→各事業評価が必要
老人クラブ数，及び会員数の減少に伴う事業参加者の減少→新規加入者獲得，脱退者の抑制
（考えられる理由）
・地域活動，価値観の多様化
・就労する高齢者の増加
・後継者不在等による市老連からのクラブ脱退
・リーダー，役職等への苦手意識

高齢者の生きがい作りや健康寿命の延伸を図る事業は介護予防，高齢者の社会参画，医療費の抑制などの観点から重要
であると考えるが，具体的な評価指標を定め事業の効果について検討する必要がある。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

尾道市　　会員数：4,544人　介護予防委託事業：5,450千円（運動等による健康増進）
東広島市　会員数：4,109人　介護予防委託事業：なし
廿日市市　会員数：6,277人　介護予防委託事業：5,770千円（リーダー研修，健康・教養講座等）
府中市　　会員数：3,826人　介護予防委託事業：なし
庄原市　　会員数：6,120人　介護予防委託事業：919千円（地域見守り，声掛け合い，防災研修）

特記事項

介護認定率（年度末実績/高齢者福祉計画の目標値） ％ 19.3/21.0 19.2/21.0 19.1/21.0

/ / /

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　大会や行事で成果を披露すること，準備から参加への過程で能動的に活動することは生きが
いや心身の健康に繋がると考えることから事業への参加者数を成果指標とする。参加者数の目
標値はH28年度の参加者数とする。（過去5年間での最高値）
 高齢者が健康を維持している一つの基準として介護認定率21％未満を成果指標とする。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 R2年度 Ｈ31年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 参加延人数 円 635.9

1,277 1,902 1,995

Ｈ30年度

事業参加者数の維持（参加延人数/H28年度参加延人数） 人 1,439/5,523 3,923/5,523 4,077/5,523

588.3 603.4

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 R2年度 Ｈ31年度 Ｈ30年度

スポーツ大会参加者（年1回） 人 中止 500 409

芸能大会（年1回） 人 中止 600 550

教養講座（通年，延人数） 人 中止 671 873

認知症予防研修（通年，延人数） 人

グラウンドゴルフ大会参加者（年1回） 人 162 250 250
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（ ）

（ ）

（ ）

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

団体概要

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 三原市高齢者健康づくり事業 事業開始年度 H17年度

千円

国からの財政支出金

千円

276

団体名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

老人福祉法
第十三条　地方公共団体は、老人の心身の健康の保持に資するための教養講座、レクリエーションその他広く老人が自主
的かつ積極的に参加することができる事業（以下「老人健康保持事業」という。）を実施するように努めなければならない。
２　地方公共団体は、老人の福祉を増進することを目的とする事業の振興を図るとともに、老人クラブその他当該事業を行う
者に対して、適当な援助をするように努めなければならない。
　老人クラブの活動に対する事業であるため，他業者では履行できない。

当該事業の
団体における
収支状況

2160 千円

三原市老人クラブ連合会

千円 615

千円 141

支出収入

千円

千円

委託料・指定管理料

総計

その他

千円

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金 43

千円

その他

スポーツ大会

2160

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）常勤

千円

役
職
員

（単位：人）

健康・友愛・奉仕を基本に，三原市内の老人クラブの普及・発展をはかるとともに，広く高齢者の福祉の増進に寄与することを目的とす
る。
1　市内各老人クラブに関する調査研究・育成指導・リーダー養成
2　高齢期を共に生きるための，健康・仲間づくりの推進
3　相互に支えあう友愛活動
4　地域社会に貢献する奉仕・ボランティア活動
5　全ての実践の基礎となる学習活動
6　諸団体との連携及び三原市からの委託事業
7　各部の活動推進
8　その他目的達成に必要な事業

1

千円

千円

2160

補助金

千円

出資比率

総計

％

非常勤

役員

うち
（出向／OB） 監事

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

市出資金

千円

千円

資本金

グラウンドゴルフ大会

若返り芸能大会

教養講座の開催

認知症予防研修会

千円

千円

87

千円

68

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 3428 千円

県からの財政支出金 50 千円 管理費 151 千円

市町村からの財政支出金 6447 千円 人件費 681 千円

委託料・指定管理料 6447 千円 298 千円

補助金 千円

その他 負担金，予備費

総計 4558 千円

その他 千円

総計 7844 千円 収支差 3287 千円

その他 会費，雑入，繰越金 1347 千円

平成23事業番号③ 令和3年度
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。

団体の収入・支出概要及び利益剰余金欄について
○「仕分け対象事業」だけでなく、団体の収入・支出総額とその
内訳を記載してください。
○支出概要で、「人件費」は、当該団体役職員の人件費です。
決算上、事業費と管理費に人件費が含まれている場合、それ
ぞれから人件費部分を差し引き、人件費欄にまとめて記載して
ください。
○この欄は、当該団体に公表義務がなく、かつ自治体がその
情報を公表することに支障があると判断される場合、記載不要

○支出の内訳は、設計ベース（見積もり等）を参考にご記載くだ
さい。その際、総計が必ずしも収入と一致しない（収入＜支出）
場合があると考えられますが、それでも問題ありません。
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三
原
市
の
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

介
護
予
防
健
康
体
操
教
室

体
操
講
師
に
よ
る
運
動
各
地
区
５
か
所
18
7

回
2,
92
2人
（1
,7
55
千
円
）

高
齢
者
向
け
運
動
機
器
の
開
放

三
原
・大
和
・本
郷
に
設
置
し
て
い
る
運
動
機
器
を

使
っ
た
運
動
16
6回
延
2,
05
9人
（1
,4
17
千
円
）

介
護
予
防
研
修
会

介
護
予
防
(運
動
・
栄
養
等
）
の
講
座
を
開
催

5回
延
74
人
（3
08
千
円
）

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

（在
宅
要
援
護
者
仲
間
づ
く
り
育
成
事
業
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
と
運

営
を
委
託
。
現
在
20
2か
所
（
9,
15
5
千
円
）

高
齢
者
食
生
活
改
善
推
進
事
業

食
生
活
改
善
推
進
員
が
各
地
域
で
講
習
会
を
開
催

50
回
延
53
1回
（
1,
50
0千
円
）

介
護
予
防
教
室

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
が
小
地
域
又
は
地
域
の
団
体
へ

の
出
前
方
式
で
開
催
59
回
延
92
5人
（3
,2
33
千
円
）

い
き
い
き
百
歳
体
操

（
住
民
主
体
グ
ル
ー
プ
）

現
在
88
団
体
支
援
延
39
回

介
護
予
防
自

主
グ
ル
ー
プ

現
在
13
か
所

老
人
ク
ラ
ブ

お
う
ち
で
健
康
体
操

自
宅
で
で
き
る
体
操
の
D
V
D
を
作
成

15
0枚

介
護
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
事
業

（
1,
64
9
千
円
）

認
知
症
講
演
会

認
知
症
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
の
講
座
を
開
催

昨
年
度
は
中
止
（
18
5千
円
）

運
動
普
及
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
に

よ
る
活
動

市
民
全
体
を
対
象
に
，
運
動
普
及

リ
ー
ダ
ー
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ

ジ
オ
体
操
の
推
進
活
動
を
実
施

（保
健
福
祉
課
事
業
）

ス
ポ
ー
ツ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

芸
能
大
会

教
養
講
座

認
知
症
予
防
研
修

単
位
老
人
ク
ラ
ブ

で
の
自
主
運
営
又

は
出
前
講
座
に
よ

る
実
施

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

市
職
員
が
講
師
と
な
り
自
主
運

営
を
支
援

昨
年
度
は
中
止

※
実
績
は
令
和
２
年
度
分
，
（
）
は
令
和
３
年
度
予
算

介
護
予
防
相
談
事
業
（
出
前
講
座
）

保
健
師
・栄
養
士
・歯
科
衛
生
士
・看
護
師
等
を
地
域
の
団

体
に
派
遣
し
健
康
相
談
を
実
施
33
回
延
66
5人
（4
56
千
円
）

よ
く
噛
ん
で
，
楽
し
い
人
生
を

い
き
い
き
百
歳
体
操
体
験

認
知
症
予
防
教
室

老
人
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ2
回
，
延
5
0人

そ
の
他
4回
，
延
90
人

知
識
普
及

地
域
活
動
グ
ル
ー
プ

講
師
派
遣

地
域
活
動
支
援

市
の
立
ち
上
げ
支
援
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

健
康
づ
く
り
地
域
活
動
支
援
事
業

（
保
健
福
祉
課
事
業

リ
ハ
ビ
リ
専
門
講
師
を
派
遣

12
回
（1
47
千
円
）
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